461＿(2)追加解答　よふかしのつらいおじさん

（２）
●具体的に計算してみます。
・ｎ＝1のとき、


・ｎ＝2のとき、



結果を並べてみます。



●漸化式を変形してみます。


すると、この式が余弦の半角の定理と同じ形をしていることに気付きます。


そこで電卓で、余弦の逆関数を使って確かめてみると、


よって、
一般項は、


●帰納法で調べます。
・ｎ＝1のとき、

 となり、成立します。

・ｎ＝ｋのとき、次の式が成立するとします。

　ｎ＝ｋ＋1のときは、

　となり成立します。

以上からすべての自然数ｎで成立します。
